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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】物販情報提供を広範囲に発信し、２次元コード
の利用を不特定多数の消費者を対象とし、さらに商品又
は登録手段として２次元コードを利用し、緊急及び／又
は瞬時に物販情報提供を発信できるようにする。
【解決手段】運営会社物販サイト用データベースと、識
別記号発行データベース運営会社とを連繋し、運営会社
物販サイト用データベースからの情報で、識別記号発行
データベース運営会社で識別記号を発行し、店の壁、窓
に設け、店の情報空間を、動的かつ多面的に利用し、運
営会社物販サイト用データベースの物販情報を視認・購
入可能とし、物販情報の享受と、チケットの購入可能と
する物販システム。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社物販サイト用
データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識別記号発行デ
ータベース運営会社とを備えた物販システムの管理会社と、
　この物販システムの運営会社物販サイト用データベースへの購入情報の発信及び／又は
識別記号の発行を行う手段と、
　この識別記号の発行を行う手段を介して、提供された識別記号を設けるための壁、窓等
の情報空間を提供する店と、
　この店の識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト用データベ
ースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あった事実を、情報として確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、前記店への清算をアクセスする清算手段とで構成した物販シス
テム。
【請求項２】
　請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成とし、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行し、この識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け
、この店の情報空間を、動的かつ多面的に利用し、また、この識別記号を介して、前記運
営会社物販サイト用データベースに接続し、この運営会社物販サイト用データベースの情
報を視認可能とする構成とし、
　この視認可能とする構成を介して、前記物販情報の享受を可能とする構成とした物販シ
ステム。
【請求項３】
　請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成とし、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行し、この識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け
、この店の情報空間を、動的かつ多面的に利用し、また、この識別記号を介して、前記運
営会社物販サイト用データベースに接続し、この運営会社物販サイト用データベースを閲
覧した情報を確認できる確認手段を設け、
　この確認手段を介して、前記店との契約及び／又は取引の成立が確定する構成とした物
販システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成であって、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行する行為と、この識別記号を設けた店の壁、窓等の情
報空間を利用し、この情報空間に設けた前記識別記号を介して、前記運営会社物販サイト
用データベースに接続する行為と、この運営会社物販サイト用データベースに情報を書込
む行為とを、インターネット、サーバ、ウエーブベージを介して、リンクする構成とした
物販システム。
【請求項５】
　物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社物販サイト用
データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識別記号発行デ
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ータベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイト用データベー
スへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　この購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市
場の情報を取扱い、かつこの識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間
提供機構となり得る店と、
　この店で提供される識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト
用データベースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あったことを確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、この店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清
算システム。
【請求項６】
　物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社物販サイト用
データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識別記号発行デ
ータベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイト用データベー
スへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　この購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市
場の情報を取扱い、かつこの識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間
提供機構となり得る店と、
　この店で提供される識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト
用データベースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あったことを確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、前記店に情報を伝達する手段と、
　この店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清算システム。
【請求項７】
　請求項５、請求項６に記載の物販システムの清算システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成であって、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行する行為と、この識別記号を設けた店の壁、窓等の情
報空間を利用し、この情報空間に設けた前記識別記号を介して、前記運営会社物販サイト
用データベースに接続する行為と、この運営会社物販サイト用データベースに情報を書込
む行為と、並びに前記店及び企業に情報を伝達する行為とを、インターネット、サーバ、
ウエーブベージを介して、リンクする構成とした物販システムの清算システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物販システムと、この物販システムの清算システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、物販品（チケット、書籍、各種商品、食材、家具、文房具等であって、特に、緊
急を要するチケット、予約等の物販）の情報及び／又は購入（注文）に関した情報提供（
省略して、原則として、物販情報提供とする）は、情報誌、新聞、パンフレット等の視認
媒体（紙媒体）を始めとして、インターネット、サーバ、ウエーブベージ等の通信媒体、
又は多人数を対象とした物販会場等の施設を利用した直接方式等が利用されている。
【０００３】
　前述した、視認媒体、通信媒体等を利用した物販情報提供は、汎用性があり、簡便であ
る特徴がある。しかし、この種の物販情報提供は、来訪者、又はアクセスする者（購入者
とする）と、物販情報提供の当事者との間の一元的な連絡ルートである。従って、物販情
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報提供が、一定の地域の範囲となることから、多元的な連絡ルートになり得ないこと、ま
た緊急及び／又は瞬時な物販情報提供を図るには、改良すべき点が考えられる。そして、
この多元的な連絡ルートに係わる店の数及び／又は地域が限られる場合があり、より多く
の人との接触回数の拡大、又は物販情報提供の場を確保するには、改良すべき点が考えら
れる。
【０００４】
　尚、求人情報、車輌の購入情報に関して、ＱＲコードと携帯電話を介して、直接ホーム
ページに入り込むことが可能な、紙面を利用した情報提供がある。しかし、この方法も、
紙面を閲覧、又は遭遇した、特定の人が利用可能な方法であり、前述と同様に、視認者、
又は購入者と、物販情報提供の当事者との間の一元的な連絡ルートである。従って、簡便
であるが、前述と同様な改良すべき点がある。
【０００５】
　そして、この種の物販情報提供と、この物販情報提供による注文者（第三者）の利便性
と、当該物販情報提供する連絡ルートに関する先行文献を挙げると、次のような、文献（
１）～文献（３）とが挙げられる。
【０００６】
　文献（１）は、特開２００６－１２７００６の「販売システム」であり、この発明は、
専門店内の主催者サーバと、生産者をインターネットで接続し、この主催者サーバには、
生産者からの商品が表示されている。そこで、消費者が、この主催者サーバ上の商品を購
入しようとする際には、ＱＲコードの読取り可能な携帯電話か、インターネットへの接続
可能な携帯電話を利用し、前記商品のＱＲコードにアクセスする操作を介して、入手する
構成であり、またこのＱＲコードの読取り可能なバーコードリーダを利用して、主催者サ
ーバの売上情報を蓄積可能とした構成である。従って、この主催者サーバに、商品を陳列
し、インターネットを利用して、消費者に直接、かつＱＲコードを利用して、販売するこ
とを特徴とする。
【０００７】
　また文献（２）は、特開２００２－１９７３６４の「マーケティング方法及び記録媒体
」であり、この発明は、広告主側がコード発行者側に対し、コード登録申請を行い、ＱＲ
コードを取得する。このＱＲコードを、ユーザが広告媒体の広告内の中よりコード読取器
により読取り、かつこのＱＲコードが、ノート型パソコンのディスプレイに表示された段
階で、このユーザは、インターネット・アドレスのホームページを閲覧可能とするととも
に、ユーザ側からのアクセスを受付けてインターネット・アドレスのホームページへのジ
ャンプを行い、広告主が、ユーザ側からのアクセス情報に含まれる媒体マーケティング情
報を取得可能とする構成である。従って、広告主が、ＱＲコードを用いたユーザの媒体マ
ーケティング情報の入手を容易に行なえるマーケティング方法の提供を意図する。
【０００８】
　さらに文献（３）は、特開２００６－２９５８９８の「携帯端末による情報通信方式」
であり、この発明は、画像表示が可能な媒体にＱＲコード（２次元コード）の画像を表示
する第１のステップと、携帯電話等の携帯端末のコード読取手段によりＱＲコードを読取
る第２のステップと、この読取ったＱＲコードの情報に基づき、携帯端末から画像・音声
配信元、又は仲介者のシステムに配信依頼情報を送信する第３のステップと、システムか
ら送信されて来る画像・音声を、携帯端末で受信してリアルタイムに表示する第４のステ
ップで構成する。これにより、広告宣伝媒体、又は商品に付せられたＱＲコードを携帯端
末で読取って、自動的に内容を認識し、画像・音声配信情報を発信し、この携帯端末に画
像・音声情報を取得できる簡易な携帯端末を利用した情報通信方式の提供を意図する。
【０００９】
【特許文献１】特開２００６－１２７００６
【特許文献２】特開２００２－１９７３６４
【特許文献３】特開２００６－２９５８９８
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　前述した文献（１）～（３）の発明は、ネットワーク及び／又はサーバを基幹とし、こ
の基幹とし、ＱＲコードを識別記号として、商品の購入を図る構造と、又はサーバを介し
てＱＲコードを入手し、インターネットへのアクセスと、このアクセスを介して、所定の
情報入手、及び／又はサーバ上に登録し、その後、マーケティングに対する有利性を発揮
できる構造を提供する。
【００１１】
　しかし、この文献（１）～（３）の発明は、ＱＲコードを、商品、又は登録手段として
識別記号とすることから、個人的な使用の色合いが強く、一元的な利用範囲に留まること
、又はこのＱＲコードの利用では、発行部数、視聴率等の視認媒体、通信媒体等の媒体手
段の範囲（エリア）内であり、その利用範囲が、従来と同様な利用範囲に留まること等の
課題が考えられる。
【００１２】
　殊に、当該文献（１）～（３）の発明は、ＱＲコード（識別記号）を、利用し、かつ配
布する範囲が、前述した範囲に留まることから、物販情報提供を広範囲に発信することの
困難性と、また前述の構造では、このＱＲコードの利用を、不特定多数の消費者を対象と
することの困難性と、さらに商品、又は登録手段としてＱＲコードの利用する構造であり
、緊急及び／又は瞬時に物販情報提供を発信することの困難性とがあり、これらの困難性
の解決が要望される処である。
【００１３】
　上記に鑑み、本発明は、下記の目的を達成することを意図する。　［イ］　識別記号を
、店の壁、窓のデットスペースを利用して、貼付し、この識別記号を、不特定多数の購入
者（消費者）が読取ることで、この購入者が、運営会社物販サイト用データベース（運営
会社とは、物販サイトを運営する会社を云う）の物販情報の閲覧、又は開設されている物
販情報を、入手できる構造とすること、　［ロ］　この識別記号の読取りを、広範で、不
特定多数の購入者を対象とすることで、当該運営会社物販サイト用データベースの物販情
報を、広く、かつ動的に利用すること、　［ハ］　識別記号を、店の壁、窓のデットスペ
ースを利用して、貼付することで、取扱う店の空スペースの有効利用と、経済性の向上、
又は顧客吸引力の向上を図ること、　［ニ］　さらに識別記号を、チェーン店の壁、窓の
デットスペースを利用して、貼付することで、緊急及び／又は瞬時な物販情報提供が図れ
ることと、前述の如く、広く、かつ動的な利用が図れること、等を意図する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　請求項１の発明は、　［イ］　識別記号を、店の壁、窓のデットスペースを利用して、
貼付し、この識別記号を、不特定多数の購入者（消費者）が読取ることで、この購入者が
、運営会社物販サイト用データベースの物販情報の閲覧、又は開設されている物販情報を
、入手できる構造とすること、　［ロ］　この識別記号の読取りを、広範で、不特定多数
の購入者を対象とすることで、当該運営会社物販サイト用データベースの物販情報を、広
く、かつ動的に利用すること、　［ハ］　識別記号を、店の壁、窓のデットスペースを利
用して、貼付することで、取扱う店の空スペースの有効利用と、経済性の向上、又は顧客
吸引力の向上を図ること、　［ニ］　さらに識別記号を、チェーン店の壁、窓のデットス
ペースを利用して、貼付することで、緊急及び／又は瞬時な物販情報提供を図ることと、
前述の如く、広く、かつ動的な利用を図ること、等を意図する。
【００１５】
　請求項１は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社
物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識
別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムの管理会社と、
　この物販システムの運営会社物販サイト用データベースへの購入情報の発信及び／又は
識別記号の発行を行う手段と、
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　この識別記号の発行を行う手段を介して、提供された識別記号を設けるための壁、窓等
の情報空間を提供する店と、
　この店の識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト用データベ
ースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あった事実を、情報として確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、前記店への清算をアクセスする清算手段とで構成した物販シス
テムである。
【００１６】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成すること、また　（
ホ）　物販情報の享受を達成できる物販システムを提供すること等を意図する。
【００１７】
　請求項２は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成とし、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行し、この識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け
、この店の情報空間を、動的かつ多面的に利用し、また、この識別記号を介して、前記運
営会社物販サイト用データベースに接続し、この運営会社物販サイト用データベースの情
報を視認可能とする構成とし、
　この視認可能とする構成を介して、前記物販情報の享受を可能とする構成とした物販シ
ステムである。
【００１８】
　請求項３の発明は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成すること、また　（
へ）　店との契約及び／又は取引の成立が確定できる物販システムを提供すること等を意
図する。
【００１９】
　請求項３は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成とし、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行し、この識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け
、この店の情報空間を、動的かつ多面的に利用し、また、この識別記号を介して、前記運
営会社物販サイト用データベースに接続し、この運営会社物販サイト用データベースを閲
覧した情報を確認できる確認手段を設け、
　この確認手段を介して、前記店との契約及び／又は取引の成立が確定する構成とした物
販システムである。
【００２０】
　請求項４の発明は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成すること、また　（
ト）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニティ
ー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、総合物販Ｗｅｂコミュニティーが
図れる物販システムを提供すること等を意図する。
【００２１】
　請求項４は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成であって、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行する行為と、この識別記号を設けた店の壁、窓等の情
報空間を利用し、この情報空間に設けた前記識別記号を介して、前記運営会社物販サイト
用データベースに接続する行為と、この運営会社物販サイト用データベースに情報を書込
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む行為とを、インターネット、サーバ、ウエーブベージを介して、リンクする構成とした
物販システムである。
【００２２】
　請求項５の発明は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成すること、また　（
チ）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニティ
ー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、企業への清算と、総合物販Ｗｅｂ
コミュニティーシステムが図れる物販システムを提供すること等を意図する。
【００２３】
　請求項５は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社
物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識
別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイト
用データベースへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　この購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市
場の情報を取扱い、かつこの識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間
提供機構となり得る店と、
　この店で提供される識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト
用データベースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あったことを確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、この店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清
算システムである。
【００２４】
　請求項６の発明は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成すること、また　（
ル）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニティ
ー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、店への換金（マージンの支払い）
と、総合物販Ｗｅｂコミュニティーシステムが図れる物販システムを提供すること等を意
図する。
【００２５】
　請求項６は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、この運営会社
物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する識
別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイト
用データベースへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　この購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市
場の情報を取扱い、かつこの識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間
提供機構となり得る店と、
　この店で提供される識別記号を視認し、この識別記号を基に、前記運営会社物販サイト
用データベースにアクセスする注文手段と、
　この注文手段からの情報を基に、前記運営会社物販サイト用データベースにアクセスが
あったことを確認する確認手段と、
　この確認手段を介して、前記店に情報を伝達する手段と、
　この店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清算システムである。
【００２６】
　請求項７の発明は、請求項５、請求項６の目的を達成すること、この目的を達成するた
めに、最適な物販情報提供システムの清算システムを提供すること等を意図する。
【００２７】
　請求項７は、請求項５、請求項６に記載の物販システムの清算システムにおいて、
　前記運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情
報手段で連繋する構成であって、
　この運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、この識別記号発行データ
ベース運営会社で、識別記号を発行する行為と、この識別記号を設けた店の壁、窓等の情
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報空間を利用し、この情報空間に設けた前記識別記号を介して、前記運営会社物販サイト
用データベースに接続する行為と、この運営会社物販サイト用データベースに情報を書込
む行為と、並びに前記店及び企業に情報を伝達する行為とを、インターネット、サーバ、
ウエーブベージを介して、リンクする構成とした物販システムの清算システムである。
【発明の効果】
【００２８】
　請求項１の発明は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、運営会
社物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する
識別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムの管理会社と、
　物販システムの運営会社物販サイト用データベースへの購入情報の発信及び／又は識別
記号の発行を行う手段と、
　識別記号の発行を行う手段を介して、提供された識別記号を設けるための壁、窓等の情
報空間を提供する店と、
　店の識別記号を視認し、識別記号を基に、運営会社物販サイト用データベースにアクセ
スする注文手段と、
　注文手段からの情報を基に、運営会社物販サイト用データベースにアクセスがあった事
実を、情報として確認する確認手段と、
　確認手段を介して、店への清算をアクセスする清算手段とで構成した物販システムであ
る。
【００２９】
　従って、請求項１は、　［イ］　識別記号を、店の壁、窓のデットスペースを利用して
、貼付し、この識別記号を、不特定多数の購入者（消費者）が読取ることで、この購入者
が、運営会社物販サイト用データベースの物販情報の閲覧、又は開設されている物販情報
を、入手できる構造となること、　［ロ］　この識別記号の読取りを、広範で、不特定多
数の購入者を対象とすることで、当該運営会社物販サイト用データベースの物販情報を、
広く、かつ動的に利用できること、　［ハ］　識別記号を、店の壁、窓のデットスペース
を利用して、貼付することで、取扱う店の空スペースの有効利用と、経済性の向上、又は
顧客吸引力の向上が図れること、　［ニ］　さらに識別記号を、チェーン店の壁、窓のデ
ットスペースを利用して、貼付することで、緊急及び／又は瞬時な物販情報提供が図れる
ことと、前述の如く、広く、かつ動的な利用が図れること、等の特徴を有する。
【００３０】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情報手
段で連繋する構成とし、
　運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、識別記号発行データベース運
営会社で、識別記号を発行し、識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け、店の情報空
間を、動的かつ多面的に利用し、また、識別記号を介して、運営会社物販サイト用データ
ベースに接続し、運営会社物販サイト用データベースの情報を視認可能とする構成とし、
　視認可能とする構成を介して、物販情報の享受を可能とする構成とした物販システムで
ある。
【００３１】
　従って、請求項２は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成できること、また
　（ホ）　物販情報の享受を達成できる物販システムを提供できること等の特徴を有する
。
【００３２】
　請求項３の発明は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情報手
段で連繋する構成とし、
　運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、識別記号発行データベース運
営会社で、識別記号を発行し、識別記号を、店の壁、窓等の情報空間に設け、店の情報空
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間を、動的かつ多面的に利用し、また、識別記号を介して、運営会社物販サイト用データ
ベースに接続し、運営会社物販サイト用データベースを閲覧した情報を確認できる確認手
段を設け、
　確認手段を介して、店との契約及び／又は取引の成立が確定する構成とした物販システ
ムである。
【００３３】
　従って、請求項３は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成できること、また
　（へ）　店との契約及び／又は取引の成立が確定できる物販システムを提供できること
等を意図する。
【００３４】
　請求項４の発明は、請求項１に記載の物販システムにおいて、
　運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情報手
段で連繋する構成であって、
　運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、識別記号発行データベース運
営会社で、識別記号を発行する行為と、識別記号を設けた店の壁、窓等の情報空間を利用
し、情報空間に設けた識別記号を介して、運営会社物販サイト用データベースに接続する
行為と、運営会社物販サイト用データベースに情報を書込む行為とを、インターネット、
サーバ、ウエーブベージを介して、リンクする構成とした物販システムである。
【００３５】
　従って、請求項４は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成できること、また
　（ト）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニ
ティー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、総合物販Ｗｅｂコミュニティ
ーが図れる物販システムを提供できること等の特徴を有する。
【００３６】
　請求項５の発明は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、運営会
社物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する
識別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイ
ト用データベースへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市場の
情報を取扱い、かつ識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間提供機構
となり得る店と、
　店で提供される識別記号を視認し、識別記号を基に、運営会社物販サイト用データベー
スにアクセスする注文手段と、
　注文手段からの情報を基に、運営会社物販サイト用データベースにアクセスがあったこ
とを確認する確認手段と、
　確認手段を介して、店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清算システ
ムである。
【００３７】
　従って、請求項５は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成できること、また
　（チ）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニ
ティー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、企業への清算と、総合物販Ｗ
ｅｂコミュニティーシステムが図れる物販システムを提供できること等の特徴を有する。
【００３８】
　請求項６の発明は、物販情報を提供する運営会社物販サイト用データベースと、運営会
社物販サイト用データベースにリンクするＱＲコード、ＩＣタグ等の識別記号を発行する
識別記号発行データベース運営会社とを備えた物販システムにおいて、運営会社物販サイ
ト用データベースへの購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段と、
　購入情報の発信及び／又は識別記号の発行を行う手段を介して、提供された物販市場の
情報を取扱い、かつ識別記号を設けるための壁、窓等の情報空間を提供する空間提供機構
となり得る店と、
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　店で提供される識別記号を視認し、識別記号を基に、運営会社物販サイト用データベー
スにアクセスする注文手段と、
　注文手段からの情報を基に、運営会社物販サイト用データベースにアクセスがあったこ
とを確認する確認手段と、
　確認手段を介して、店に情報を伝達する手段と、
　店への清算を図る清算手段とで構成した物販システムの清算システムである。
【００３９】
　従って、請求項６は、請求項１に記載の（イ）～（ニ）の効果を達成できること、また
　（ル）　物販システムを、購入者、企業、その他関係者のインターネット上のコミュニ
ティー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、店への換金（マージンの支払
い）と、総合物販Ｗｅｂコミュニティーシステムが図れる物販システムを提供できること
等の特徴を有する。
【００４０】
　請求項７の発明は、請求項５、請求項６に記載の物販システムの清算システムにおいて
、
　運営会社物販サイト用データベースと、識別記号発行データベース運営会社とを情報手
段で連繋する構成であって、
　運営会社物販サイト用データベースからの情報を介して、識別記号発行データベース運
営会社で、識別記号を発行する行為と、識別記号を設けた店の壁、窓等の情報空間を利用
し、情報空間に設けた識別記号を介して、運営会社物販サイト用データベースに接続する
行為と、運営会社物販サイト用データベースに情報を書込む行為と、並びに店及び企業に
情報を伝達する行為とを、インターネット、サーバ、ウエーブベージを介して、リンクす
る構成とした物販システムの清算システムである。
【００４１】
　従って、請求項７は、請求項５、請求項６の目的を達成できること、この目的を達成す
るために、最適な物販情報提供システムの清算システムを提供できること等の特徴を有す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の実施の態様（形態）を説明する。
【００４３】
　図面の説明をすると、図１－１は物販システムの管理会社（物販システムの総合管理会
社）と、壁、窓の提供業者によるルートの一部を示した模式図、図１－２は物販システム
の管理会社と、壁、窓の提供業者によるルートの残りの一部を示した模式図、図２は閲覧
請求により契約成立時の壁、窓の提供業者へのリベートの支払いルートを示した模式図、
図３は物販市場・ＱＲ発行データベースを、購入者、企業、その他関係者のインターネッ
ト上のコミュニティー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、総合物販Ｗｅ
ｂコミュニティー（換金と、総合物販Ｗｅｂコミュニティーシステム）を説明した模式図
、図４は本発明の概念図、図５－１、図５－２は、物販システムの管理会社の物販情報の
一例を示した模式図、図６－１は、パソコン等の情報機器を介して、視認した際に閲覧で
きる物販システムの管理会社の物販情報のホームページ（運営会社物販サイト用データベ
ース）の要部の模式図、図６－２は、携帯電話を介して、ＱＲコードを読取り、ホームペ
ージ（運営会社物販サイト用データベース）に入り込み、チケット等の物販品を購入及び
／又は注文する操作を示した要部の模式図である。
【００４４】
　以下、本発明の好ましい一例を、図面を参照して説明する。
【００４５】
　本発明は、図３の模式図と、図４の概念図で示した如く、物販情報（生活用品、家具、
文房具、事務用品等の物品類、食品、菓子、野菜、果物等の食品類、又は水、ジュース、
酒等の飲料水類の飲食料品類の如く、全ての商品、チケット、カード、切符・乗車券等の
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物販品）を提供する運営会社物販サイト用データベース１（物販データベース）と、この
運営会社物販サイト用データベース１（管理システム）にリンクするＱＲコード、ＩＣタ
グ等の識別記号を発行する識別記号発行データベース運営会社２（ＱＲ発行管理システム
）とは、相互に情報提供３できる連携関係を維持しており、この運営会社物販サイト用デ
ータベース１には、所定の項目で、例えば、図１の如く、関連商品の情報が展示（表示）
及び／又は保管（在庫）されており、例えば、商品・チケット・カード・水・ジュース・
食品・薬・事務機器・家具・化粧品・車輌・介護用品・その他関連及び／又は生活、緊急
事態対応の商品（物販品）等が考えられる。そして、これらの物販品は、後述する企業の
アクセスで、常時、変更可能な構成である。そして、この運営会社物販サイト用データベ
ース１からの情報提供３を介して、識別記号発行データベース運営会社２において、壁、
窓（デッドスペース）等の情報空間４００（後述する）を提供する店４に対して、カード
用（貼着式、掲示式、移動式等を含む）のＱＲコード、ポップ用のＱＲコード、又はその
他用のＱＲコード［登録商標］等のＱＲコード６を発行するが、前記店４が、このＱＲコ
ード６を取得するには、店４との契約が成立した際に、識別記号発行データベース運営会
社２より、ＩＤ・パスワードの付与が行なわれた後に、手続きされる構造とし、後述する
不正行為（不正）をなくす。この発行されたＩＤ・パスワードを基に、識別記号発行デー
タベース運営会社２にアクセスすることで、この識別記号発行データベース運営会社２よ
り、店４に対して、正規のＱＲコード６が発行される。尚、運営会社物販サイト用データ
ベース１と、識別記号発行データベース運営会社２とは、相互にリンクし、物販システム
における相互関連を供えた物販システムの管理会社１００を構成する。また店４に対する
マージンの支払いは、図４に示したように、運営会社物販サイト用データベース１からの
情報を介して、識別記号発行データベース運営会社２に連絡が入った時点で、その連絡情
報を識別記号発行データベース運営会社２が確認後、このルートを介して、店４に対して
マージンが支払われる構造である。尚、このマージンの支払いルートは、他の一例として
、運営会社物販サイト用データベース１からの情報を介して、店４及び／又は識別記号発
行データベース運営会社２にマージンが支払われるルートがある。従って、このマージン
のルートは、上記の説明及び／又は図面には、限定されない。
【００４６】
　そこで、店４では、人に視認できる箇所で、かつ店４の情報空間４００、例えば、内外
壁、内外窓、掲示板、看板、車輌、自転車等（壁、窓とする）を利用して、この情報空間
４００にＱＲコード６を掲載４０１する。このように、壁、窓を利用して、ＱＲコード６
を掲載４０１することから、来店者のみならず、通行人、関連業者、又は店員等の如く、
不特定多数の人の目に留まり、このＱＲコード６には、動的な動きが保証されて、結果と
して、多数の商品の購入を望む、所謂、購入者７、又はその関連業者、情報希求者等の人
目に止まり、効率的で、かつ有意義である。そして、また、商品陳列に弊害とならない、
壁、窓等の空間スペースを有効利用できること、また店４の収益の向上に寄与できること
、又は購入者７への素早い情報提供３と、アンケートに利用することで市場調査等に役立
つこと等の特徴がある。また例外であるが、犯人の検挙に関する情報、人探しの情報、又
は選挙等の公益的な情報提供等に役立つものであり、本発明では、この物販販売システム
の一環とする。尚、このＱＲコード６の提供業者を、一例として、説明及び／又は図例で
、店４をポイントにして説明したが、前述の如く、動きを伴う車輌、電車等を含めてもよ
い。また他のデッドスペースを有効活用することも可能である。
【００４７】
　その一方で、購入者７は、店４に掲載４０１されたＱＲコード６を、携帯電話８、パソ
コン、その他のＱＲを読み取る機能が搭載された端末機で読取り（アクセスし）、直接、
運営会社物販サイト用データベース１が展示する物販情報を利用する。例えば、この運営
会社物販サイト用データベース１の物販サイトに入り、この物販情報を閲覧することで、
購入者７の条件に合った物販品を購入するか、関連する他の人は、要望に合った適宜の物
販品を選択できる。このシステムであることから、瞬時、かつ安心して、運営会社物販サ
イト用データベース１の物販サイトに入り、アクセスできる（購入等が可能となる）ので
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、速やかな、予約・購入が図れる利便性と、安心感と、わざわざ所定の物販品販売店（図
示せず）に出向く手間と、費用の削減、地球・地域環境維持への貢献が図れる。さらには
購入者７の移動に伴う、全ての弊害解消に役立つ特徴と、障害者への配慮も図れること、
店、物販品販売店（企業）等に何ら遠慮、又は気兼ねなく購入できる利点等がある。尚、
前述した読取を（アクセスを）、直接の場合と、その後、何時でも、データを登録してい
る限り可能であり、繰返しの対応ができること、又は、本発明が意図する、例えば、イン
ターネット上のコミュニティー（場の提供）を図り、バーチャル空間の利用と、又はＷｉ
ｎ―Ｗｉｎの関係を利用した、総合物販Ｗｅｂコミュニティー（換金と、総合物販Ｗｅｂ
コミュニティーシステム）を構築し、何人も、楽しく、かつ安心して応募できる。
【００４８】
　以上のように、購入者７の閲覧を介して運営会社物販サイト用データベース１の物販サ
イトにアクセスがあり、購入８に至った場合には、この事実を、購入情報１０（確認手段
）とし、店４への情報伝達となる。そして、この購入情報１０を介して、店４との契約及
び／又は取引の成立が確定する（情報空間４００を提供することによる場貸しによる契約
：賃貸借契約が成立する）。その後は、後述するように、店４への清算手段１１を介して
、計算された相当額のリベートが、この店４に支払われる。この一方で、購入者７の購入
依頼があった段階で、購入者７との契約及び／又は取引が成立する。この成立を経て、運
営会社物販サイト用データベース１より、購入者７に、購入依頼確認（依頼の不透明性の
解消と、高価な物販品への配慮等より、必要とする場合において）と、請求書１２が送ら
れる。そして、この購入者７からの送金が確認され、その後、識別記号発行データベース
運営会社２に連絡が入った時点で、図示しない、会社及び／又は管理する倉庫より、購入
者７に対して、商品が発送される。そして、この取引に纏わる店４へのマージン（リベー
ト）の支払いは、前述の通りである。
【００４９】
　尚、図５－１、図５－２にそれぞれ示した、物販システムの管理会社１００の物販情報
の一例の模式図において、紙面１５内に、それぞれのメッセージの文字１５０００と、Ｑ
Ｒコード６が印刷されている。
【００５０】
　以下、物販システムの管理会社１００と、壁、窓の提供業者である店４、並びに購入者
７との関係を説明するとともに、これら連繋関係者の契約に関する物販（物販情報）シス
テムの手順と、操作の一例を、以下、フローチャートを基に、説明する。
【００５１】
　図１－１において、（ＳＴ－１）の如く、運営会社物販サイト用データベース１の設定
業務には、物販（物販品）に関する全ての情報が登録されている。そして、（ＳＴ－２）
を介して、この情報が、（ＳＴ－３）に示した識別記号発行データベース運営会社２に送
られる。この識別記号発行データベース運営会社２では、ＱＲコード６が発行されるが、
その前提として、（ＳＴ－４）で、このＱＲコード６を設ける店４との契約が必要となる
ので、契約の有無（ＹＥＳ又はＮＯ）を判断する。その契約の有無を判断する前段階にお
いて、運営会社物販サイト用データベース１に前記情報を登録し、ログ解析のためのＩＣ
タグの提供（ＳＴ－７）が行われる。このＩＣタグが提供されると、運営会社物販サイト
用データベース１へとリターンする（ＳＴ－５）。そして、前記のように、（ＳＴ－２）
、（ＳＴ－３）を介して、店４との契約の有無を判断する（ＳＴ－４）。この判断で、契
約成立であるＹＥＳの場合には、（ＳＴ－６）の如く、ＩＤ・パスワードを付与して、識
別記号発行データベース運営会社２に対して、ＱＲコード６の発行を依頼する。このＱＲ
コード６の発行は、前記ログ解析のためのＩＣタグに基いて、確実かつスムースに行われ
る（ＳＴ－７）。また前記判断が、ＮＯの場合には、（ＳＴ－８）の如く、終了である。
その後、ＱＲコード６を取得した店４は、（ＳＴ－９）の如く、店４の情報空間４００に
、このＱＲコード６を掲載４０１する。この掲載４０１されたＱＲコード６は、常時、人
目につく、空間スペースで、例えば、図１－１に示すように、店４の壁、窓を有効活用し
、物販の効率化（物販品の販売の効率化）と、チケット・カード・乗車券の速やかな予約
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情報・購入情報・その他の情報の提供と、経済効果と、必要とする情報の提供等が図れる
こと、また移動の回避等に貢献できるものと考えられる。またこの店４のデッドスペース
である壁、窓を活用することで、店４（提供業者）の面積活用及び／又は収益の向上が図
れる。そして、この掲載４０１により、物販情報の提供と、企業の広告媒体としての利用
と、広域的かつ動的な状態で提供できる。ところで、ＱＲコード６の発行業務に関して、
セキュリティ機能を採用し、不正行為（不正アクセス）を防止することは必須であり、こ
の不正行為の防止（不正防止）を介して、安心な業務と、そのシステムが構築できること
、さらには本システムに対する信用の確保等に有益である。この不正防止は、本発明の各
行為を始めとして、その他、例えば、各業務及び／又は取引、商談、購入等の各行為に対
しても同様である（以下、同じ）。
【００５２】
　この掲載４０１されたＱＲコード６を視認した購入者７が、（ＳＴ－１０）の如く、例
えば、携帯端末器（例えば、携帯電話８）を介して、アクセス及び／又は物販品の購入が
あった場合には、（ＳＴ－１３）の如く、店４との契約（取引）成立となる。尚、ＱＲコ
ード６は、それぞれの店４に、個別に付与する。これにより、各店４のリベート清算、店
４からのアクセス清算等に関し、個別に判断できるので、極めて有益であり、不正行為の
回避と、トラブルの解消と、信用確保等に有益である。そして、例えば、各店４の個別の
判断、即ち、各店４の実績（履歴）を踏まえ、また各店４の情報空間４００を利用するこ
とで、例えば、物販品全体等、個別の物販品に適する地域環境、市場調査や、また販売に
適する時間帯の選択・設定を把握できる効果と、この効果を介して、物販の効率化、また
前述の各種の有効利用の特徴と、さらにＱＲコード６を設ける空間スペースの効率化等が
判別でき有益である。また各店４の情報空間４００を利用することで、前記識別記号発行
データベース運営会社２に、既に、登録されたＩＤ・パスワードを介して、各店４には、
自動的に、更新されたＱＲコード６が付与される構造とすることも可能である。ところで
、店４との契約、ＱＲコード６の更新等業務に関して、セキュリティ機能を採用し、不正
行為（不正アクセス）を防止することは必須であり、その効果は、前述の例に準ずる。
【００５３】
　また、図２において、（ＳＴ－１１）の如く、店４である壁等の提供業者との取引が成
立した状態で、運営会社物販サイト用データベース１より、購入者７に対してアクセス及
び／又は請求書１２の携帯電話８に情報が発送されるか、又は郵送等で送付される（ＳＴ
－１２）。この購入者７からの支払いがあったか否か、また運営会社物販サイト用データ
ベース１の管理会社（物販システムの管理会社１００）への入金の確認をする（ＳＴ－１
３）。そして、この入金の一部を確認した場合は、（ＳＴ－１４）の如く、ＹＥＳの場合
には、店４に対して謝礼金を支払う。またＮＯの場合は、（ＳＴ－１５）の如く、リター
ンする。尚、店４が、入金を確認する（ＳＴ－１６）。この確認で、ＹＥＳの場合には、
（ＳＴ－１７）の如く、終了する。またＮＯの場合には、（ＳＴ－１８）の如く、リター
ンする。ところで、請求書の発行業務、金銭の授受（入出金）等業務に関して、セキュリ
ティ機能を採用し、不正行為（不正アクセス）を防止することは必須であり、その効果は
、前述の例に準ずる。
【００５４】
　図３において、本発明の概念的な説明をすると、インターネット等の通信媒体を介して
、このインターネット等の媒体を介して、インターネット上で、関係者がコミュニティー
を構築する図式を示すこのであって、運営会社物販サイト用データベース１と、識別記号
発行データベース運営会社２とは、相互にリンク（情報提供３）されており、物販システ
ムの管理会社１００内に置かれている。そして、この総合管理会社と、店４と、物販販売
企業（図示せず）、並びに購入者７は、インターネットの通信媒体を介して、インターネ
ット上にＷｅｂコミュニティーを構築し、バーチャル空間の及び／又はＷｉｎ―Ｗｉｎの
関係を利用することで、総合物販Ｗｅｂコミュニティーを構築し、広域的な情報交換・注
文情報・要望情報を介して、物販の効率化・拡充化・有効活用等を図る。そして、市場の
活性化と、物販システムの有効利用・拡充化と、さらには物販流通・物販交換の迅速化、
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又はＷｅｂコミュニティーの有効利用を図ることを特徴とする。
【００５５】
　尚、この物販システム及び／又は本発明全体を、オートメーション化（自動応答システ
ム）し、人の仲介をなくし、又は人の操作を排除し、このシステム全体の自動化とするこ
とで、例えば、人へのこだわりと、また時間・場所・外見等の全ての制限を受けず、しか
も秘密裡に、本発明の総合物販Ｗｅｂコミュニティーシステムの運用及び／又は管理を行
うことも可能である。
【００５６】
　そして、図６－１は、パソコン等の情報機器を介して、視認した際に閲覧できる物販シ
ステムの管理会社の物販情報のホームページ（運営会社物販サイト用データベース１）の
要部の模式図であり、前述の如く、物販販売企業と、物販システムの管理会社等のアクセ
スで、常時、変更可能な構成である。そして、この物販システムの管理会社の運営会社物
販サイト用データベース１に、ＱＲコード６を介して、購入者７が閲覧し、また意見・要
望等を書き加えることも可能な構造とすることで、さらに総合物販Ｗｅｂコミュニティー
システムの拡充と、有効利用を図ることが望ましい。このホームページ（運営会社物販サ
イト用データベース１）には、物販品、例えば、チケット等に関する案内が示されており
、開催場所、時間、金額、販売枚数、残り枚数、キャンセル情報があり、常時、正確な内
容と情報を提供すること、又は操作をガイドする案内と、アクセス箇所、又は各種の連絡
事項・箇所等が示されている。そして、この表示には、ＱＲコード６を読取り、ホームペ
ージ（運営会社物販サイト用データベース１）に入り込むことで、直接連絡、かつ選択で
きる。尚、図６－２は、携帯電話８を介して、ＱＲコード６を読取り、運営会社物販サイ
ト用データベース１に入り込み、チケット等の物販品を購入及び／又は注文する操作を示
した要部の模式図である。ところで、携帯電話８のアクセス等の取扱い、キャンセル行為
、ＱＲコード６及び／又はパソコンの取扱い等業務に関して、セキュリティ機能を採用し
、不正行為（不正アクセス）を防止することは必須であり、その効果は、前述の例に準ず
る。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１－１】図１－１は物販システムの管理会社と、壁、窓の提供業者によるルートの一
部を示した模式図
【図１－２】図１－２は物販システムの管理会社と、壁、窓の提供業者によるルートの残
りの一部を示した模式図
【図２】図２は閲覧請求により契約設立時の壁、窓の提供業者へのリベートの支払いルー
トを示した模式図
【図３】図３は物販市場・ＱＲ発行データベースを、購入者、企業、その他関係者のイン
ターネット上のコミュニティー（場の提供）とし、Ｗｉｎ―Ｗｉｎの関係を構築し、総合
物販Ｗｅｂコミュニティー（換金と、総合物販Ｗｅｂコミュニティーシステム）を説明し
た模式図
【図４】図４は本発明の概念図
【図５－１】図５－１は、物販システムの管理会社の物販情報の一例を示した模式図
【図５－２】図５－２は、物販システムの管理会社の物販情報の一例を示した模式図
【図６－１】図６－１は、パソコン等の情報機器を介して、視認した際に閲覧できる物販
システムの管理会社の物販情報のホームページ（運営会社物販サイト用データベース）の
要部の模式図
【図６－２】図６－２は、携帯電話を介して、ＱＲコードを読取り、ホームページ（運営
会社物販サイト用データベース）に入り込み、チケット等の物販品を購入及び／又は注文
する操作を示した要部の模式図
【符号の説明】
【００５８】
１　　　　　　運営会社物販サイト用データベース
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１００　　　　物販システムの管理会社
２　　　　　　識別記号発行データベース運営会社
３　　　　　　情報提供
４　　　　　　店
４００　　　　情報空間
４０１　　　　掲載
６　　　　　　ＱＲコード
７　　　　　　購入者
８　　　　　　携帯電話
１０　　　　　購入情報
１１　　　　　清算手段
１２　　　　　請求書
１５　　　　　紙面
１５０００　　メッセージの文字

【図１－１】 【図１－２】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５－１】

【図５－２】
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【図６－１】 【図６－２】
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